
15尺くらいまでが 
使いやすいが、 
冬場は長めの 
竿が有利になる 

両ダンゴ底釣り 
P24・表1を参考に 

0.8号 

水深が浅ければ上下3号 
深ければ上下4～5号 

0.4号 
上30cm 
下35cm

夏の両ダンゴの底釣りは 
上バリトントンが基本 

両グルテンの底釣りは最初から 
上バリを3～5cmずらす 

ダンゴエサと違いグルテンエサは軽いので
魚が寄るとあおられてしまうため、エサをし
っかり底（タナ）に着けておくのが目的 

ウキストッパー 

ウ キ 

道 糸 

ハ リ 

ハリス 

竿 

 

気温・水温が低下し魚の活性が鈍くなる季節は、
エサを投入してからアタリが出るまで時間がかか
るようになります。そのため、寄せながら待ててハ
リ残りがよいグルテンエサが有効になります。 
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底釣り　両グルテンの底釣り（秋～春） 13 3

　両グルテンの底釣りの手順は両ダンゴの底釣りの場合と同

じですが、エサの安定を考えてタナは最初からずらしておくの

がポイントです。 

　グルテンは軽いため、上バリトントンのタナではへら鮒が寄

るとその勢いでエサが底から舞い上がってしまいます。そこで、

エサを底に安定させる意味から、底ギリギリに着いている上バ

リを3～5cm、ウキをトンボに近づけてタナをずらします。また、

なじみ幅もその分小さくなるので注意しましょう。 
 

●使用する竿は15尺くらいまでが使いやすいでしょう。また、

水温が下がり魚の活性が低下する季節は長めの竿が有効にな

ります。 
 

●ハリは3～5号を使い、水深の深いところではハリを大きくし

てエサ持ちをよくします。ハリスの長さは、上バリ30cm、下バ

リ35cmにセットします。 
 

●使用するウキは、両ダンゴの底釣りで使用したウキの大きさ

（P24・表1）を参考にしてください。また、グルテンは軽いた

めウキのなじみ幅が両ダンゴよりも少なくなります。 

両グルテンの底釣り仕掛け 

夏の両ダンゴの底釣りとの違い 

タナをずらしましょう 

底釣り用両グルテンブ
レンド例 

ONE
POINT
LESSON

「新べらグルテン底」100cc
＋水90cc

「いもグルテン」50cc＋ 
「α21」50cc＋水120cc

● 

● 

食いの渋いとき 

新べら狙い 



ムズッと 
小さなアタリ 

両方のエサが底に着く 

宙で決めた 
エサ落ち 
目盛り 

ウキの沈む目盛りの
数が少ないのはハリ
スのずらし幅が大きい
こととエサが軽いため 

ウキが立つ 

ウキがなじんで 
エサ落ち目盛り通過 

エサが着底して
ウキがなじむ 

エサが膨らみ 
トップが上がってくる 

この間のアタリを取る 

　～　のさわりは弱い C D

底釣りのエサ落ち目盛り 
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①50cc計量カップですり切り1カップ
のエサを袋の中で計り、小さめのエ
サボウルなどの容器に入れます 

両グルテン・底釣りエサの作り方「いもグルテン」「グルテン5」 

●いもグルテン 

●グルテン5

②水を計量カップで正確に50cc計
り加えます 

③水を加えたらすばやくムラがない
ようにかき混ぜます 

④均等に水がゆきわたったらエサを寄
せておき3分ほど放置してできあがり 

⑤完成したエサは端からつまむよう
に取り丸めます 

⑥エサはハリが隠れるくらいの大き
さにしましょう 

①「グルテン5」は使いきりで便利な
分包入りのグルテンエサです 

③分包の空き袋は水の計量もでき
ます。より正確に水の量を測りた
い場合は計量カップを使うことを
おすすめします。標準水量は
100ccです 

②分包1袋を小さめのエサボウルな
どの容器に入れます 

④水を加えたあとはすばやくムラが
ないようにかき混ぜ、エサを寄せて
おき3分ほど放置してできあがり 

⑤グルテンエサは持ちが非常によいの
が特徴です。食いの渋いときや流れ
のあるところにも効果的なエサです 

へら鮒釣りの基本テクニック 

両グルテンの底釣り 
アタリの取り方 

アタリの取り方C～ Dのウキの動き 

へら鮒の好むさつまいもを配
合したグルテンエサで、重さ
がありウキがしっかりなじみ、
へら鮒のウワズリを抑えます 

グルテン繊維が強く、エサ持
ちのよいのが特徴です。しかも、
適度にバラけるので寄せなが
ら釣ることができます 

ONE
POINT
LESSON

A B C D


